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凡例
SA シングルアンサー。単回答。

MA マトリクスアンサー。複数回答。

SA
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1.農地1.農地の所有及び管理 500 88.2 9.2 2.6
2.林地2.林地の所有及び管理 500 91.0 7.4 1.6

%
全体 500

1 週1回以上 1.6
2 月に1回程度 2.8
3 2・3ヶ月に1回 4.0
4 半年に1回 9.2
5 それ未満の頻度 14.6
6 （ほとんど）入らない 67.8

%
全体 500

1 はい 2.0
2 いいえ 98.0

%
全体 10

1 四国 70.0
2 四国以外の日本 60.0
3 海外 0.0

%
全体 500

1 200kg 30.6
2 150kg 24.8
3 100kg 17.4
4 50kg 3.4
5 25kg 0.6
6 わからない 23.2

Q2.山歩き、山菜採り、釣りなどレジャーで四国の山に入りますか。
SA

MA

Q3.野生のツキノワグマを野外で見たことがありますか。
SA

Q5.ツキノワグマの平均的な大きさ（体重）はどれぐらいだと思いますか。以下の中からお選びください。
SA

Q1.あなたは農地の所有及び管理をしていますか。また、林地の所有及び管理をされていますか。（矢印方向にそれぞれひとつだけ）※この設問は、それぞれ縦方向（↓）にお答えくだ

Q4.野生のツキノワグマを何処で見ましたか。（いくつでも）
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2.61.農地の所有及び管理(n=500)

2.林地の所有及び管理(n=500)
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%
全体 500

1 肉食性で哺乳動物や魚等を食べている 10.6
2 雑食性で様々なものを食べるが、肉食性が強い 34.4
3 雑食性で様々なものを食べるが、植物食性が強い 29.4
4 植物食性で木の実や果実等を食べている 8.2
5 わからない 17.4

%
全体 500

1 はい 52.2
2 いいえ 47.8

%
全体 261

1 はい 65.9
2 いいえ 34.1

%
全体 172

1 数頭 14.0
2 30頭 37.8
3 100頭 21.5
4 500頭 3.5
5 わからない 23.3

%
全体 500

1 はい 8.6
2 いいえ 91.4

SA

Q10.九州ではツキノワグマが絶滅してしまったことを知っていましたか。
SA

Q9.現在、四国に生息しているツキノワグマの頭数は何頭ぐらいと思いますか。以下の中からお選びください。
SA

Q8.四国に生息するツキノワグマが絶滅の危機にあることを知っていますか。
SA

Q6.ツキノワグマは何を食べて生活していると思いますか。以下の中からお選びください。

Q7.四国にツキノワグマが生息していることを知っていますか。
SA
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%
全体 500

1 はい 18.6
2 いいえ 81.4

%
全体 500

1 はい 83.8
2 いいえ 16.2

%
全体 419

1 怖い思いをしたことがあるから 1.0
2 インターネットやテレビ、雑誌の情報から 54.4
3 人から聞いた、または教わった 10.5
4 なんとなく 47.5
5 その他： 1.2

%
全体 500

1 近くに生息していても心配はない 5.2
2 1km程度 1.4
3 10km程度 7.0
4 50km程度 25.8
5 100km程度 19.8
6 それより遠い距離 22.0
7 どこに生息していても安心ではない 18.8

%
全体 500

1 好感が持てる 8.2
2 少し好感が持てる 22.4
3 何も思わない 52.2
4 少し嫌悪感がある 10.2
5 嫌悪感がある 7.0

Q13.「怖い」イメージがあるのはなぜですか。（いくつでも）
MA

Q12.ツキノワグマに対して「怖い」イメージがありますか。
SA

Q15.四国にツキノワグマがいることをどう思いますか。

Q14.四国に生息しているツキノワグマが、ご自身の自宅からどのくらい離れた場所で生息しているのであれば安心して日々の暮らしができますか。

Q11.ツキノワグマはアジアの他の国々でも絶滅危惧種であることを知っていましたか。
SA

SA

SA
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%
全体 500

1 迷惑に感じられ、マイナスの価値 7.2
2 若干迷惑に感じられ、少しマイナスの価値 10.0
3 無関係でプラスでもマイナスでもない 58.8
4 若干好感が持て、少しプラスの価値 17.0
5 好感が持て、プラスの価値 7.0

%
全体 500

1 クマによる人身事故がない 52.8
2 クマによる農林業被害がない 46.8
3 クマについて知識が増える 28.0
4 クマへの愛着が増える 16.2
5 クマがいることが観光等地域の産業振興につながる 14.6
6 その他： 0.4
7 何をしてもプラスにはならない 18.4

%
全体 500

1 四国でも本州でも絶滅しても良い 4.0
2 四国で絶滅しても本州に残っていればよい 5.8
3 四国で生息し続けてほしい 53.2
4 関心がないのでどちらでもよい 16.4
5 よくわからない 20.6

%
全体 500

1 何もやるつもりはない 51.8
2 四国ツキノワグマの現状についてもう少し詳しく知る 33.2
3 四国ツキノワグマを守る活動に繋がる商品や飲食物を利用する 10.8
4 四国ツキノワグマを守る調査活動や普及活動に参加する 9.4
5 四国ツキノワグマを守る活動のために寄付をする 6.4
6 その他： 0.4

SA
%

全体 500
1 林業被害や対策をするのは困るので個体数が増えては困る 19.6
2 共生するために多少の被害や対策をするのは仕方がない 43.6
3 よくわからない 36.2
4 その他： 0.6

MA

Q16.四国にツキノワグマがいることは、あなたにとってどのような価値がありますか。
SA

Q20.将来、四国のツキノワグマの頭数が少しずつ増加した場合に、山に植えてあるスギ等の人工林において、クマ剥ぎ※と呼ばれる、林業被害がでる可能性があります。被害を避け
るためには、木にテープを巻くなどの対策が必要になります。そのことについてどう考えますか。※クマ剥ぎ：樹木の樹皮をクマが剥いで樹液を舐めることで、木材の価値がなくなってし

Q19.四国のツキノワグマが絶滅してしまうことを回避するために、自分自身でどんな行動をやってみたいと思いますか。（いくつでも）
MA

SA
Q18.四国に生息するツキノワグマは絶滅の危機にあり、絶滅してしまう確率は20年後に60％という調査結果もある程です。四国でツキノワグマが絶滅することについてどう思います

Q17.四国にツキノワグマがいることが、あなたにとって今よりもプラスの価値を持つようになるためには、どんなことが必要ですか。（いくつでも）
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SA
%

全体 500
1 手間が増えるのは困るので個体数が増えるのは困る 19.8
2 共生するために手間が増えても仕方ない 46.2
3 よくわからない 33.8
4 その他： 0.2

SA
%

全体 500
1 とても貴重な事だと思う 26.0
2 まあ貴重な事だと思う 36.2
3 どちらとも思わない 28.2
4 あまり貴重な事だと思わない 5.6
5 全く貴重な事だと思わない 4.0

以上

Q21.将来、四国のツキノワグマの頭数が少しずつ増加した場合に、山間部にお住まいの方の近くにツキノワグマが現れる可能性もあります。ツキノワグマと人が一定の距離感を持って
共生するためには、人間の周辺に美味しい食べ物があることを覚えさせないことが重要です。農作物や生ごみの処理等について、これまで以上に注意することが必要になり、手間が
増える可能性があります。そのことについてどう思いますか。

Q22.四国は、ツキノワグマが生息する世界で最も小さな島です。このことを貴重だと思いますか。
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